
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和２年４月 愛知県総合教育センター 



 

 

 平成29年に公示された学習指導要領等においては，教育課程を通じて，子どもたちが変化の激しい社会

を生きるために必要な力の育成を目指していくこと，社会との連携・協働を重視しながら学校の特色づく

りを図っていくこと，現実の社会との関わりの中で豊かな学びを実現していくことが求められています。 

教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を

生み出す「カリキュラム・マネジメント」の実現

 「社会に開かれた教育課程」の理念の下，子どもたちに資質・能力を育んでいくためには，子どもた

ちが「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」など６点に関わる事項を各学校が

組み立て，家庭・地域と連携・協働しながら実施し，目の前の子どもたちの姿を踏まえながら不断の見

直しを図ることが必要です。 

目指す資質・能力の育成 

・日々の授業等について，教育課程全体の

 中での位置付けを意識 

・「主体的・対話的で深い学び」が実現す

 るように，日々の授業を改善していくた

 めの視点を共有し，授業改善に向けた授

 業研究等の取組を活性化 

教育目標の設定 

学校全体で取り組んでいくチーム学校 

・全教職員が「カリキュラム・マネジメン 

 ト」の必要性を理解 

・教科等横断的な視点から教育活動を展開 

・教科等や学年を越えた組織運営 

・学年ごとの発達段階を見通した資質・能 

 力の育成 

具体性のある教育目標 
・子どもたちの姿や地域の実状等を踏まえ
 ること 
・どのような資質・能力の育成を目指すの
 かを明確にすること 

教育内容の質の向上 

 子どもたちの姿や地域の現状等に関する

調査や各種データ等を基にしたＰＤＣＡサ

イクルの確立 

① 各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校教育目標を踏まえた教科等横断的な視点で，その目標の

 達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。 

② 教育内容の質の向上に向けて，子どもたちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，

 教育課程を編成し，実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること。 

③ 教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的

 に組み合わせること。 

「カリキュラム・マネジメント」の三つの側面 

身に付けさせたい力の育成 

教育課程の在り方の見直し 

身に付けさせたい力と 
   関連付けた授業改善 

地域社会と教育の理念を共有 

子どもの成長に社会全体で協働的に関わっていく 

・保護者や地域の人々，産業界等を含め広く共有 

カリキュラム・マネジメントの構造 

① 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を

 持ち、教育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。 

② これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や世界に向き合い関わり合い、自らの人生を切り

 拓
ひら

いていくために求められる資質・能力とは何かを、教育課程において明確化し育んでいくこと。 

③ 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会

 教育との連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、その目指すところを社会と共有・連携しな

 がら実現させること。 

※中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理」(平成 27 年８月)より抜粋 



\\

 

 学校教育目標の実現という視点で，自校の教育課程等の実施状況を検討し評価

して，現状と課題を全教職員で共有します。 

子ども 

学校の 
内外環境 

 自校の内外環境のプラス要因とマイナス

要因を把握し，自校の特色づくりに向けた

取組を検討します。 

有効性 

実行性 

可視化 
 カリキュラム・マネジメントの全体像を把握し，教

育課程等のつながりを俯瞰的に見ることにより，学校

のよさや課題，解決策等を全教職員で共有します。 

 平成29年に公示された学習指導要領では，「社会に開かれた教

育課程」の理念の下，どのような資質・能力を身に付けるのかを

教育課程において明確にしながら，家庭や地域社会と共有し，そ

の実現を目指していくことが示されました。 

 そのため，学校は，学校の教育目標の実現に向けた学校経営方

針や重点目標，具体的な教育活動等をグランドデザインとして分

かりやすく示し，家庭や地域と共有する必要があります。 

 グランドデザイン策定にあたっては，学校教育目標の実現に向

けて，学校の教育活動全体を視野に入れ，子どもの実態，学校の

現状と課題を把握した上で，校長のリーダーシップの下，全教職

員が関わって協議し，共有することが大切です。 

 教育課程等を検討し評価して見えてきた課題に対し

ての解決策を，学校教育目標を実現するための効果の大

きさや着手の容易さなどを比較し，実行策を決めます。 

学校の 
実態･実践 

 子どもの実態や教師の願いから，目指す

子どもの姿を全教職員で明確化と共有化を

図ります。 



  

 

 グランドデザインを基に，学校の教育目標の実現に向けて，全

教職員が学級経営，教科指導等で，どのような資質・能力を育成

するのかを明確にし，授業改善につなげていきます。 

 

 学校の教育目標の実現に向けて，育成したい資質・能力におい

て各教科での学習をどのようにつなぎ，関連付けていくかを三つ

の視点から検討し，可視化します。 

 

 各教科等の授業において，単元や本時のねらい，活動，学習成

果等の指導計画を作成する際に，目指す子どもの姿（育成を目指

す資質・能力）を常に意識できるようにします。 

 

 

 平成 29 年に公示された学習指導要領では，各学
校は，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
て，各教科等の学びを通じて「何ができるようにな
るのか」という観点から，育成を目指す資質・能力
と関連付けた授業改善が求められています。 
 そこで，各学校は，学校全体として育成を目指
す資質・能力を明確にし，その実現に向けて，関
連する各教科等の改善を図るとともに，教科等に
おける具体的な指導内容によって育まれる資質・
能力の関係性を可視化していく必要があります。
そして，重点的に取り組む単元・題材で育成を目
指す資質・能力を明確にするとともに，学校全体

として育成を目指す資質・能力との関連を捉え授
業を構想していきます。 

※各内容において，特に重点的に育成を目指す資質・能力 

 

 全教職員が育成を目指す資質・能力の視点から評価を行い，教育
目標の再認識，計画の見直し，実施方法を検討していくというＰＤ
ＣＡサイクルを循環させていきます。 



 

 

 

第
１
段
階 

 

 

学校の現状と 
課題の把握 

子どもの現状把握 
※現状把握シート 

学校を取り巻く状況
を把握・整理 
※ＳＷＯＴ分析 

学校の現状と課題の
把握 
※カリキュラム・マネジメント 
 検討用シート 

第
２
段
階 

 

 

教育活動等の 
効果や実行性 

教育目標に対しての効果や 
実行性の検討 
※カリキュラム・マネジメント実行策対策シート 

学校全体の取組を可視化 
※カリキュラム・マネジメント分析シート 

第
３
段
階 

 

 

学校教育目標の 
共有 グランドデザイン 

第
４
段
階 

 

 

重点目標の 
焦点化 

各学年の重点目標 
各教科での重点目標 
※各教科でのカリキュラム・マネジメントシート 

第
５
段
階 

 教科等横断的な 
視点 

三つの視点でのつながり 
・内容 ・活動 ・目標 

つながりを可視化 
※資質・能力の育成に向けた 
 カリキュラム・マネジメントシート 

第
６
段
階 

 

 

資質・能力と 
関連付けた 
授業改善 

重点単元の設定 
※単元レベルでの資質・能力チェックシート 

第
７
段
階 

 評価・改善 
教育活動全体の評価 
※カリキュラム・マネジメント検討用シート， 
 学校評価 

学校教育目標に近づいているか
の評価 

 カリキュラム・マネジメントの取組は，全教職員で「学校の教育目標の実現」という目標に向

かって協働的に取り組む必要があります。そのためには，校内研修等を全教職員で取り組み，子

どもの実態や学校の課題，教育活動の成果等を共有することが大切です。 

 このカリキュラム・マネジメントチェックリストを使って，何ができていて，何ができていな

いのかを確認して，何から始めるかを決めましょう。 

主な引用・参考文献等 

・幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申） 平成 28 年 12 月 21日中央教育審議会 

・小学校学習指導要領（平成 29 年告示），小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説総則編 

・中学校学習指導要領（平成 29 年告示），中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説総則編 

・高等学校学習指導要領（平成 30年告示），高等学校学習指導要領（平成 30年告示）解説総則編 

・文部科学省マネジメント研修カリキュラム等開発会議 2005 「学校組織マネジメント研修～すべての教職員のために～（モデル・カリキュラム）」より 

・カリキュラム・マネジメントハンドブック（田村知子・村川雅弘・吉冨芳正・西岡加名恵編著平成 28年６月ぎょうせい） 

・『「主体的・対話的で深い学び」実現のためのサポートブック－静岡県総合教育センター研究の軌跡－』 静岡県総合教育センター（平成 30年） 

・「小学校段階における，プログラミング的思考を育成するカリキュラム・マネジメント」 福岡県教育センター（平成 30年） 
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